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登録先データベース＠DDBJ 

1 

INSDC: オープンアクセスデータベース 

個人レベルの遺伝型と表現型 
JGA 
アクセス制限データベース 

ヒトデータ審査委員会 
DDBJ 

アセンブリ 

アノテーション 

リード 
Quality value 

アライメント 
(bam) 

DRA 

BioProject 
BioSample 
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YES NO 

YES NO 

NGS 由来データ等を登録する際の確認フロー（平成27年4月1日現在） 
ヒト由来試料を使用している 

NO（細菌叢など） 

YES NO 

*1：HeLa細胞のWhole 
Genome seq.については
NBDCにご相談ください。 
それ以外のデータはオー
プンデータとして登録し
て下さい。 

YES NO 

DDBJセンターへ 
オープンデータとして登録 

（http://www.ddbj.nig.ac.jp/submission_general-j.html） 

HeLa細胞*1以外の研究用に一般に入手可能な組織・細胞である 

NO YES 

☑提供予定データを産出した実験手法および対象が明記された研
究計画書が所属機関の倫理委員会において承認されている 
☑研究計画書・IC（説明・同意文書）内に、データベースへデー
タを提供して研究者間で共有する旨が記載されている 

YES 
解析・測定対象がヒト配列である 

フィルタによりヒト配列が
除去されている 

NBDCの審査を希望する YES NO 

上記内容を追加した上で
再度所属機関の倫理審査

委員会に諮る。 

フィルタ
を実施
する 

*2：Exome, RNA-seq, ChIP-seq等を含みます。 

NBDCヒトDB事務局へ相談
（humandbs@biosciencedbc.jp）あるいは直接申請 

（http://humandbs.biosciencedbc.jp/data-submission） 

全ゲノム規模のデータ*2である 
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Part1 
オープンデータの登録 

3 
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SRA（DRA） データモデル 

4 

 SRA データは３つのデータベースにまたがる 
DRA： DDBJ Sequence Read Archive  
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BioProject/BioSample でデータをまとめる 
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BioSample 1 BioSample 2 

data 

Umbrella BioProject 

Genome 
BioProject 

Transcriptome 
BioProject 

Epigenome 
BioProject 

data data data data data 

 データベースを横断してデータをまとめる 
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DRA 登録の流れ 

6 

1. 「なぜ」そのサンプルを   
     シークエンスしたのか 2. 「なに」をシークエンスしたのか 

3. 「どのように」シークエンスしたのか 

4. シークエンスの結果 
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《登録前準備》D-way アカウントを取得しておく 

7 

 D-way アカウントをウェブサイト (https://trace.ddbj.nig.ac.jp/D-way/) で取得 
 公開鍵と center name をアカウントに登録し、DRA 登録権限を取得 

DRA 

BioProject BioSample 

公開鍵   と center name を 
D-way アカウントに登録 

http://trace.ddbj.nig.ac.jp/book/account.html 登録アカウント Handbook:   

center name : SRA が組織に運用上割り振っている略号 
公開鍵          : 秘密鍵とペアでユーザの認証に使用される 

https://trace.ddbj.nig.ac.jp/D-way/
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《登録前準備》メタデータの構成を決めておく 

8 

 登録する前に必要な BioProject・BioSample・Experiment・Run の数を決めておく 
 サンプル数 (≦ Experiment/Run 数) から考えると分かりやすい 

1. 最もシンプルな登録 2. 三つの菌株の比較ゲノム解析 

http://trace.ddbj.nig.ac.jp/dra/submission.html#オブジェクトの構成例 

メタデータ: シークエンスデータがどのようにして得られたのかを説明するデータ 
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次世代シークエンスデータの登録手順 

9 

DRA 新規登録の作成 

データファイルの転送 

DRA Experiment の作成 

データファイルの検証処理 

アクセッション番号発行 

BioProject の作成 

BioSample の作成 

DRA Run の作成 

支援依頼者側 

支援側 

支援側 
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登録手順の詳細について 1/2 

10 

DDBJで実施しているDDBJing講習会でも詳しくご紹介しています。 
http://www.ddbj.nig.ac.jp/ddbjing/dl.html 
 

「第31回 DDBJing 講習会 
in 東京」 2015年6月12日 
BioProject, BioSample, 
DDBJ Sequence Read 
Archive の紹介 
（児玉悠一、DDBJ） 
PPT資料及び講演動画 
 

http://www.ddbj.nig.ac.jp/ddbjing/dl.html
http://www.ddbj.nig.ac.jp/ddbjing/dl.html
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登録手順の詳細について 2/2 
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http://trace.ddbj.nig.ac.jp/dra/index.html 

DRAトップページの
「Handbook」タブや 
「登録」ボタンを 
クリックすると 

最新の「Handbook」(一部
動画付)がご覧いただけます。 
http://trace.ddbj.nig.ac.j
p/dra/submission.html 
 

解説 

登録方法 

http://trace.ddbj.nig.ac.jp/dra/index.html
http://trace.ddbj.nig.ac.jp/dra/submission.html
http://trace.ddbj.nig.ac.jp/dra/submission.html
http://trace.ddbj.nig.ac.jp/dra/submission.html
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ただ、実際には… 
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支援側に登録作業を依頼する場合 
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シークエンス拠点（=支援側）への 
メタデータ受渡し用のエクセルを提供しています。 
http://trace.ddbj.nig.ac.jp/dra/genome-sci.html  

http://trace.ddbj.nig.ac.jp/dra/genome-sci.html
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次世代シークエンスデータの登録手順 ver.2 

14 

DRA 新規登録の作成 

データファイルの転送 

DRA Experiment の作成 

データファイルの検証処理 

アクセッション番号発行 

BioProject の作成 

BioSample の作成 

DRA Run の作成 

支援側 

支援依頼者側の事前作業 
D-wayアカウントの取得 
支援側の研究者を登録 
メタデータ作成 
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DRAデータの外部公開保留について 

15 

Handbookの“新規登録の作成”より 

・公開予定日は最長で2年
後まで指定でき，繰り返し
更新することができます。 
(期限前にリマインダー有) 
・一方、論文公開などで必
要であればその時点で即時
公開可能です。 

Handbookの“登録の更新”より 
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データの公開はWorldwide 

16 

 公開されたデータはミラーされ DDBJ/EBI/NCBI で利用できるようになります 

DRA 

SRA ERA 
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Part2 
制限公開データの登録 

(ヒト＆全ゲノム規模) 

17 
ゲノム支援拡大班会議(2015京都) 
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YES NO 

YES NO 

NGS 由来データ等を登録する際の確認フロー（平成27年4月1日現在） 
ヒト由来試料を使用している 

NO（細菌叢など） 

YES NO 

*1：HeLa細胞のWhole 
Genome seq.については
NBDCにご相談ください。 
それ以外のデータはオー
プンデータとして登録し
て下さい。 

YES NO 

DDBJセンターへ 
オープンデータとして登録 

（http://www.ddbj.nig.ac.jp/submission_general-j.html） 

HeLa細胞*1以外の研究用に一般に入手可能な組織・細胞である 

NO YES 

☑提供予定データを産出した実験手法および対象が明記された研
究計画書が所属機関の倫理委員会において承認されている 
☑研究計画書・IC（説明・同意文書）内に、データベースへデー
タを提供して研究者間で共有する旨が記載されている 

YES 
解析・測定対象がヒト配列である 

フィルタによりヒト配列が
除去されている 

NBDCの審査を希望する YES NO 

上記内容を追加した上で
再度所属機関の倫理審査

委員会に諮る。 

フィルタ
を実施
する 

*2：Exome, RNA-seq, ChIP-seq等を含みます。 

NBDCヒトDB事務局へ相談
（humandbs@biosciencedbc.jp）あるいは直接申請 

（http://humandbs.biosciencedbc.jp/data-submission） 

全ゲノム規模のデータ*2である 
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DDBJ センターが運営するデポジトリ 
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INSDC: オープンアクセスデータベース 

個人レベルの遺伝型と表現型 
JGA 
アクセス制限データベース 

ヒトデータ審査委員会 
DDBJ 

アセンブリ 

アノテーション 

リード 
Quality value 

アライメント 

DRA 

BioProject 
BioSample 
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DDBJ と NBDC の役割分担 

20 

 利用制限が必要な個人由来の遺伝型・表現型情報を受付・保存・提供 

 データ提供と利用を NBDC ヒトデータ共有ガイドラインに従って審査 

http://trace.ddbj.nig.ac.jp/jga/submission.html 
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NBDCヒトデータベース～データ提供(登録)について 

21 

http://humandbs.biosciencedbc.jp/ 
 

http://humandbs.biosciencedbc.jp/
http://humandbs.biosciencedbc.jp/
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NBDCヒトデータベース～ガイドライン 

22 

データ提供者に決めていただきたいこと 
 データの分類（オープンor制限公開） 
 データの公開日（1年程度を目安に設定、更新可能。

論文公開等に伴う即時公開も可能） 
 データ利用時の制限事項（ICに基づく）、他 
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NBDCでの提供（登録）審査のポイント  

23 

 インフォームドコンセントにおいて「データの共有」が示されているか？ 
 「データを共有すること」が倫理審査をパスしているか？ 
 申請されたデータの内容と倫理審査の内容が合致しているか？ 

※ヒトデータ審査委員会 による申請の審査は随時行っています。 

（共有ガイドラインウェブサイトより一部抜粋） 
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アクセス制限データベース 

24 

dbGaP 
Database of Genotype and Phenotype 

JGA Japanese Genotype-phenotype Archive  

EGA 
European Genome-phenome Archive 

 dbGaP と EGA はサマリー情報を交換 
 INSDC ではない…データ交換はしていません 
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JGA データモデル 

25 

Data set 
JGAD 

Policy 
JGAP 

Data set 1 

Policy 1 

Study 

Data 1  
Analysis 1 

Experiment 1 

Sample 1 

Submission 
JGA 

Study 
JGAS 

Experiment 
JGAX 

Sample 
JGAN 

Data 
JGAR 

Analysis 
JGAZ 

Data 2 

Experiment 2 

Sample 2 

Analysis 2 

アクセッション番号プレフィックス 

 SRA データモデルを改変 

 個人に対応する (生) データ
ファイル (fastq, bam, アレ
イデータ) を格納 

 複数の Data もしくは Sample を
解析したデータを格納  例: 変異
データ (vcf) や表現型をまとめた表 

 Dataset に適用される
利用制限事項 
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JGA登録手続きの詳細について 1/2  

26 

登録する内容や手順の概要は以下にあります。
http://trace.ddbj.nig.ac.jp/jga/submission.html 
※登録作業時に詳細なマニュアルページをご案内します。  
 

NBDCへ提供（登録）申請 

承認 

ID/PWの通知 

JGAにログイン 

メタデータの記入 
エクセル表＞XML変換 

データファイルと一緒に登録 

http://trace.ddbj.nig.ac.jp/jga/submission.html
http://trace.ddbj.nig.ac.jp/jga/submission.html
http://trace.ddbj.nig.ac.jp/jga/submission.html
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JGA登録手続きの詳細について 2/2 

27 

DDBJで実施しているDDBJing講習会でも詳しくご紹介しています。 
http://www.ddbj.nig.ac.jp/ddbjing/dl.html 
 

「第31回 DDBJing 講習会 
in 東京」 2015年6月12日 
Japanese Genotype-
phenotype Archive の紹介 
（児玉悠一） 
PPT資料及び講演動画 
 

http://www.ddbj.nig.ac.jp/ddbjing/dl.html
http://www.ddbj.nig.ac.jp/ddbjing/dl.html
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ご参考：JGAデータの利用 

28 

利用申請のポイント 
 研究責任者はこの分野で経験があるか？（関連論文などを提示） 
 施設のセキュリティ対策は適切か？（チェックリスト有） 
 研究内容は倫理審査をパスしているか？（審査資料を提出） 
 データの提供者が示すデータ利用の際の制限事項に合致した申請内容か？ 
 （研究分野の限定やデータの保管方法など） 

 
 

NBDCでの「利用」申請が必要です 

※承認されると有効期限付きの
ダウンロードアカウントが発行
される 
※利用者は年1回の報告等の義
務がある 
 
 
 
 
詳細はNBDCヒトDBウェブサイ
トの「データの利用」タブ、お
よびガイドラインを参照。 
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ご参考：利用可能な JGA データ一覧 

29 

http://humandbs.biosciencedbc.jp/data-use/all-researches-jp 

https://ddbj.nig.ac.jp/jga/viewer/view/studies 
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お問い合わせ先 

30 

 登録について問い合わせる場合には D-way アカウント名と 
データの ID をお知らせください 

DRA 

NBDCヒトDB・JGA 
 申請に関する問い合わせ 

 
 
 

 JGAの登録等に関する問い合わせ 

↓（ページの一番下） 
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